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『365日のスプーン』 
 

  著 者／おーなり由子 

  出版社／大和書房 

  出版年／2016年（新装版） 

  請求記号／914.6||O 65  

 

 

『誰も知らない世界のことわざ』 
 

 著 者／エラ・フランシス・サンダース  

 訳 者／前田まゆみ 

 出版社／創元社  

 出版年／2016年 

 請求記号／388.8||Sa 62  

 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00223096
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784479670957
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00222511
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784422701059
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『お寺の掲示板』 
 

    著 者／江田智昭  

    出版社／新潮社  

    出版年／2019年 

    請求記号／180.49||E 21 

 

 

『いきもの人生相談室 

 動物たちに学ぶ47の生き方哲学』 
 

    文／小林百合子  

    絵／小幡彩貴 

    出版社／山と溪谷社  

    出版年／2018年 

    請求記号／159||Ko 12 

  

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00230324
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784103528715
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00230329
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00230329
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784635550178
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『26文字のラブレター』 

 

   編／遊泳舎 

   絵／いとうあつき 

   出版社／遊泳舎  

   出版年／2019年 

   請求記号／911.66||I 89 

 

『思えば、孤独は美しい。』 

 

   著 者／糸井重里  

   出版社／ほぼ日  

   出版年／2017年 

   請求記号／914.6||I 91 

 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00230272
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784909842046
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00223405
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784865013085
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 『101人が選ぶ 

 「とっておきの言葉」』 
 

   編 者／河出書房新社   

   出版社／河出書房新社  

   出版年／2017年 

   請求記号／159.8||Ka 92  

 

『岐路の前にいる君たちに  

 鷲田清一式辞集』 
 

   著 者／鷲田清一  

   出版社／朝日出版社  

   出版年／2019年 

   請求記号／377.21||W 42 

 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00224241
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00224241
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784309617060
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00233484
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00233484
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784255011417
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Book design 

 の 世界 

vol.23 

 関口  聖司  さん  

本を選ぶ時、表紙や本のデザインに惹かれて選

ぶことがあります。本を開くとそこに書いてある

「装丁」という言葉と名前。 

本のデザインをする方を装丁家やブックデザイ

ナーと言います。この連載では本のデザインや装

丁から、本を楽しみたいと思います。 

第23回目は、関口聖司さんです。 

 今回は、関口聖司さんが手掛けられた装丁をご紹介します。 
 

 初めにご紹介する『コンビニ人間』(村田沙耶

香著／文藝春秋／2016年／913.6||Mu 63)は、第155回

（2016年）芥川賞受賞作です。一見すると全体

的にポップな印象の装丁ですが、よく見ると奇妙

な空気を感じます。装丁に使われている作品は、

現代美術家の金氏徹平さんによるものです。『コ

ンビニ人間』の持つメッセージが装丁からも伝

わってくるようです。 

 第153回（2015年）芥 川 賞 受 賞 作 で あ る  

『スクラップ・アンド・ビルド』(羽田圭介著／

文藝春秋／2015年／913.6||H 11)も関口さんによる装

丁です。写真家・広川泰士さんの写真が使われ

ています。読み終わった後、タイトルの意味を

考えながら、じっと見つめたくなるような装丁

です。 

写真：広川泰士 

『BABEL ORDINARY LANDSCAPES』より 

装丁：関口聖司 

作品：金氏徹平 

   『溶け出す都市、空白の森』より 

装丁：関口聖司 

 続いて『シューカツ!』(石田衣良著／文藝春秋 

／2008年／913.6||I 72)をご紹介します。作品に登

場するシューカツプロジェクトチームの７人を

思わせる装画は北村人さんによるもの。希望や

不安に揺れ動く感情が現れているようで、登場

人物が身近に感じられるような装丁です。 

 

 『キャプテンサンダーボルト』(阿部和重, 

伊坂幸太郎著／文藝春秋／2014年／913.6||A 12)。自然

の中にあるパイプラインの撮影で知られる石塚

元太良さんの写真が使われていて、雷のような

形に目を引かれます。ロゴと写真の組み合わせ

がかっこいい装丁です。 

 

 最後にご紹介するのは『死神の精度』(伊坂幸

太郎著／文藝春秋／2005年／913.6||I 68)です。こちら

には、藤里一郎さんの写真が使われています。

映画のポスターのような洗練されたデザインで

す。背表紙、標題紙、目次、本のどこを見ても

おしゃれな装丁です。 

 

今回ご紹介した関口聖司さんの装丁の本は、どれも部屋に飾りたく

なるような洗練されたデザインのものばかりでした。物語の奥深さ

を感じさせる装丁に思わず引き込まれてしまいました。  

写真：石塚元太良 

装丁：関口聖司 

装画：北村人 

装幀：関口聖司 

写真：藤里一郎 

装幀：関口聖司 

https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00220046
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00217403
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163906188
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163903408
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00118037
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00215265
https://opac.library.tsu-cc.ac.jp/webopac/BB00224232
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163239804
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163275000
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784163901947


こんな本読んでみて  
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ちょこちょこ日記 ＃33 「 心に残る会話 」 

 今号では「Message for you」をテーマに本を紹介しました。

すてきな本の中から、あなたにとって心に残る言葉が見つかっ

たらいいなと思います。 

 私にとって心に残る言葉は何だろうと考えてみました。 

 学生時代、アルバイトをしていた時のことです。私は、大変

だ、楽しくない、そんな風に思いながら仕事をしていました。

ある日、他の仕事と掛け持ちをされているパートの方と話をし

ている時に、私は「２つも仕事をするのは大変じゃないです

か？」と聞きました。すると、パートの方は「この仕事も楽し

いから続けたいんですよ」と言われて、私はとても驚きまし

た。私が楽しくないと思っている仕事を、この方は楽しいと思

いながらされていると知ったからです。それから私は、自分の

人生を楽しくするのは自分自身なんだ、と思うようになりまし

た。私は今でもこの会話のことをたびたび思い出します。 

 

次号 No.94は、2022年４月発行予定です。 

https://www.library.tsu-cc.ac.jp/

